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１
４
名 

  

平
成
２
８
年
（
２
０
１
６
年
）
４
月
、(

株)

カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
の
谷
社
長
、

新
宮
信
用
金
庫
、
山
主
の
上
平
一
郎
氏
ら
の
絶
大
な
理
解
と
支
援
で
第
一
期
の

モ
ノ
レ
ー
ル
が
完
成
・
稼
働
し
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
が
出
来
て
７
年
半
が
経
過
し
、
行
仙
宿
へ
の
荷
揚
げ
作
業
は
格
段

に
効
率
ア
ッ
プ
し
た
。
今
で
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

設
置
当
時
、
メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
は
６
０
歳
台
後
半
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

７
０
歳
台
半
ば
を
過
ぎ
、
後
期
高
齢
者
が
増
え
て
き
た
。
そ
の
た
め
担
ぐ
重
量

は
減
り
、
時
間
も
多
く
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

 

あ
の
時
も
う
少
し
先
ま
で
伸
ば
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
と
の
声
も
聞
こ
え

て
き
た
。
山
彦
の
５
年
先
、
１
０
年
先
を
考
え
た
時
、
や
る
し
か
な
い
。
今
や

る
べ
き
だ
。
と
思
い
始
め
た
の
が
約
１
年
前
だ
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
に
向
け
て
準
備
を
始
め
た
。
最
初
に
山
主
さ
ん
と
電
源
開

発
㈱
の
了
解
を
得
る
事
。
地
権
者
の
了
解
を
得
た
後
、
施
工
業
者
の
カ
マ
ハ
ラ

テ
ッ
ク
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
交
渉
に
入
る
。
最
大
の
難
関
は
資
金
の
調
達
で
、

多
く
の
課
題
を
ク
リ
ア
ー
す
る
事
が
必
要
だ
っ
た
。 

 

山
主
の
上
平
一
郎
氏
宅
へ
は
二
度
訪
問
し
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
や
予
定
ル
ー
ト
な
ど
を
詳
し
く
お
話
し
、
「
全
面
的
に
協
力
さ
せ

て
頂
く
」
と
快
諾
を
頂
い
た
。
送
電
線
の
真
下
を
レ
ー
ル
が
通
過
す
る
こ
と
か

ら
、
今
年
の
７
月
７
日
に
電
源
開
発
㈱
の
池
田
、
花
森
の
お
二
人
に
現
場
ま
で

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
予
定
の
ル
ー
ト
を
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
。 

「
モ
ノ
レ
ー
ル
自
体
は
背
が
低
い
し
、
送
電
線
下
を
外
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
の
で
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
」
と
回
答
を
頂
い
た
。 

こ
の
時
点
で
終
点
予
定
地
を
２
１
番
鉄
塔
手
前
の
展
望
地
と
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
鉄
塔
横
を
終
点
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
花
森
君
に
電
話
し
て
再
度

了
解
を
頂
い
た
。 

 

資
金
に
つ
い
て
は
青
木
宏
充
氏
か
ら
多
額
の
支
援
・
協
力
の
申
し
出
が
あ
っ

て
、
課
題
解
決
の
見
通
し
も
つ
き
、
カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
さ
ん
と
の
交
渉
に
入
っ

た
。 

 

４
月
下
旬
か
ら
の
大
型
連
休
、
５
月
１
４
日
の
熊
野
修
験
春
峰
な
ど
の
対
応

で
モ
ノ
レ
ー
ル
使
用
が
多
か
っ
た
為
か
、
エ
ン
ジ
ン
が
不
調
で
起
動
し
な
い
こ

と
が
多
く
な
り
、
修
理
依
頼
で
カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
社
を
訪
ね
た
。
そ
の
際
た
ま

た
ま
前
社
長
の
谷
氏
と
お
会
い
し
、
事
情
を
説
明
す
る
と
即
対
応
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
ま
た
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
に
つ
い
て
も
ご
理
解
を
頂
き
「
会
社
に
対

し
て
私
か
ら
も
説
明
す
る
」
と
、
心
強
い
お
言
葉
を
頂
い
た
。 

 

５
月
２
０
日
、
カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
の
東
海
君
が
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
現
場
に
来

て
、
予
定
ル
ー
ト
の
確
認
と
距
離
の
測
定
を
行
っ
た
。
延
伸
部
分
は
２
６
０
ｍ

に
な
っ
た
。 

 
そ
の
後
、
山
主
の
上
平
氏
と
電
源
開
発
㈱
の
正
式
な
承
諾
を
得
た
の
で
、
す

ぐ
に
で
も
着
工
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
が
、
カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
か
ら
頂
い
た
見

積
書
は
新
品
レ
ー
ル
で
４
４
０
万
円
（
１
ｍ
あ
た
り
１
７
，
０
０
０
円
）
と
な

っ
て
お
り
、
即
支
払
え
る
金
額
で
は
な
か
っ
た
。 



 
中
古
の
レ
ー
ル
を
使
う
と
か
延
伸
距
離
を
短
縮
す
る
こ
と
も
致
し
方
な
い

か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
谷
前
社
長
か
ら
「
当
初
の
予
定
通
り
、
鉄
塔
の
近

く
ま
で
延
伸
す
べ
き
だ
。
中
古
レ
ー
ル
で
も
十
分
な
耐
久
性
が
あ
る
し
、
金
銭

的
な
面
も
、
私
か
ら
会
社
幹
部
に
考
慮
す
る
よ
う
伝
え
る
。
安
心
し
ろ
、
任
せ

て
お
け
」
と
、
何
と
も
有
難
い
お
言
葉
を
頂
き
、
１
０
月
末
日
ま
で
に
完
工
で

き
る
よ
う
手
配
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

こ
こ
ま
で
の
間
に
、
３
月
２
９
日
、
延
伸
予
定
ル
ー
ト
に
ビ
ニ
ー
ル
紐
を
張

り
、
９
月
２
４
日
に
は
１
４
名
で
予
定
ル
ー
ト
の
雑
木
や
シ
ダ
を
刈
り
払
い
、

着
工
を
待
つ
だ
け
と
な
っ
た
。
そ
し
て
１
０
月
１
２
日
に
着
工
し
、
１
０
月
２

３
日
に
竣
工
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
現
場
で
の
準
備
を
始
め
て
か
ら
７
ヶ
月
弱

だ
っ
た 

 

２
２
日
は
総
勢
１
４
名
で
出
向
き
補
給
路
の
整
備
や
管
理
棟
の
毛
布
運
び

を
行
っ
た
。 

 
 

 
 

 

毛
布
な
ど
を
積
む 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

補
給
路
の
変
更
工
事 

洗
濯
済
み
の
管
理
棟
の
毛
布
や
ザ
ッ
ク
、
背
負
子
を
モ
ノ
レ
ー
ル
満
載
で
梶
野

君
が
終
点
近
く
ま
で
運
ん
だ
。
志
岐
さ
ん
は
昨
日
、
池
原
か
ら
中
又
尾
根
経
由

で
行
仙
宿
ま
で
歩
き
、
一
泊
し
て
今
日
の
作
業
に
参
加
さ
れ
た
。
展
望
地
の
登

山
道
に
降
ろ
し
た
毛
布
は
女
性
陣
が
小
屋
迄
２
往
復
し
て
全
て
を
運
び
上
げ

た
。 

 
 

 
 

 

行
仙
宿
に
着
く 

 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 
 

毛
布
を
降
ろ
す 

レ
ー
ル
は
終
点
手
前
１
５
ｍ
ま
で
伸
び
て
お
り
、
明
日
の
午
前
中
に
完
工
す
る

状
態
だ
。
や
っ
と
こ
こ
ま
で
来
た
。 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
旧
終
点
先
の
崩
落
地
を
通
る
補
給
路
に
レ
ー
ル
を
通
し
た
た

め
、
す
ぐ
上
の
尾
根
に
新
し
く
登
山
道
を
作
り
、
尾
根
に
上
が
る
１
．
５
ｍ
ほ

ど
の
斜
面
に
段
差
を
設
け
る
事
が
主
な
作
業
と
な
る
。
段
差
新
設
と
新
道
整
備

の
２
班
に
分
か
れ
て
作
業
し
、
一
時
間
少
々
で
仕
上
げ
た
。 

お
昼
前
に
小
屋
に
着
い
て
、
昼
食
後
管
理
棟
の
未
洗
濯
毛
布
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
各
々
が
担
い
で
持
ち
降
ろ
し
た
。
今
日
は
モ
ノ
レ
ー
ル
の
搬
器
が
展
望
地

ま
で
来
て
い
る
の
で
、
毛
布
を
手
に
持
っ
て
運
ぶ
メ
ン
バ
ー
も
多
か
っ
た
。 

こ
れ
で
行
仙
宿
の
毛
布
洗
い
は
終
了
す
る
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鉄
塔
を
望
む 

 
 
 
 

 
 

旧
終
点
で 

 
 
 
 

 
 

 

下
山 

 

今
後
は
新
し
い
終
点
付
近
の
登
山
道
拡
幅
や
モ
ノ
レ
ー
ル
搬
器
横
に
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
を
設
置
す
る
作
業
が
必
要
に
な
る
。 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 
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